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ご近所さんの顔が見える地域づくりで、支え合いの心を育む　
～「ふれあいの場」の紹介～

　本会は、誰もが安心して暮らせるまちづくりや、住民相互の助け合い・支え合い活動推

進のために、会員会費等を財源に各種活動を進めています。

　今年も８月から自治会を通じ、各世帯へ会員会費のお願いをさせていただきますので、

ご理解・ご協力をお願いします。

令和７年度　燕市社会福祉協議会会員会費にご協力をお願いします

　本会は、上記基本理念のもと、令和６年度は４つの重点活動目標に取り組みました。

　両報告については、本紙で紹介しきれないため、本会ホームページに掲載するととも

に法人本部、燕・分水地区の福祉の窓口に設置しておりますので、ぜひご覧ください。

　本会では、市民の皆さまが主体となる福祉のまちづくり活動について、引き続き、行

政及び各種関係機関と協力しながら進めてまいります。

「地域が支えるその人らしい暮らし」をかなえるために「地域が支えるその人らしい暮らし」をかなえるために

【問い合わせ】総務課　TEL： 0256-78-7080

代表の方の活動への思いや
より詳しい内容はこちらから！

　６月26日開催の令和７年度定時評議員会終結をもって、役員等の任期が満了となるため、以下のとおり新役員
等を選任しました。新たな体制のもと、引き続き、地域福祉を推進してまいります。

令和６年度事業報告及び決算報告について

新役員等が決まりました

　燕第二地区支え合い活動推進委員会では、地域に密着し

た集いの場である「ふれあいの場」を地区内の４カ所で開

催し、住民同士の交流を推進しています。

　5/13（火）に、殿島で開催された「クーちゃんサロン」

にお伺いしました。今回は、燕駅前交番の方による防犯講

座と、脳トレ講座の２本立てです。防犯講座では自宅でで

きる対策について、皆さん熱心に聞き入っていました。

　続く脳トレ講座の間違い探しでは、隣り同士でどこが違

うか相談し合いながら、取り組んでいました。

　また、初めて参加したという方からは「脳トレが結構頭

を使う内容で、問題に集中するあまり日頃の肩こりを忘れ

るようでした。楽しかったです。　」との感想が聞かれまし

た。初参加の方も他の参加者とすぐに打ち解け、楽し

  両報告はこちらからも
    ご覧いただけます

基本理念

く参加できるあたたかな場でした。

８

＊　評議員については、本会ホームペ
    ージをご覧ください。

（順不同・敬称略）



　　　弁護士による法律相談【無料】

  法律相談を次のとおり開催します。
  電話にて予約を受け付けます。（要予約）
 
●            午後１時～３時３０分
●担当弁護士：新潟県弁護士会弁護士
●会　    場：市民交流センター（吉田日之出町１番１号）

※相談時間は１人３０分です。
※開始時間は予約の際にお知らせします。
※相談受付は原則１人年１回となります。
 

 

【申し込み・問い合わせ】 地域福祉課  TEL： 0256-78-7866

期  日 受付開始日

８月 ８ 日(金)、２９日(金) 受付中

９月１０日(水)、３０日(火) ８月１５日(金)

心配ごと相談所【無料】

  予約なしで受けられる心配ごと相談所を開設します。
　専従の相談員が対応し、秘密は固く守られます。
  どのような相談でも結構です。お気軽にお越しくだ
さい。（電話による相談も可） 
 

●開設日時：毎週水曜日　午後１時～４時
●会　  場：市民交流センター（吉田日之出町１番１号）

【問い合わせ】　地域福祉課  TEL： 0256-78-7866

期  日

８月

   ６日

９月

　   ３日
 １３日  １０日
 ２０日  １７日
 ２７日  ２４日

～ 善意の窓 ～ 
（令和７年７月１日現在）

　地域福祉推進のために使わせていただいております。
あたたかいご寄付に感謝いたします。

編集発行：社会福祉法人　燕市社会福祉協議会
〒959-0231　燕市吉田日之出町1番1号
TEL：０２５６－７８－７０８０(代表)

FAX：０２５６－７８－７０８８　
E-mail：tubame@tbm-swc.jp  
ホームページ　https://tbm-swc.jp/
        この広報誌は、赤い羽根共同募金の助成金を
        一部活用し発行しています。　　　　　

● 市民の皆さまより…使用済切手、アルミ缶リングプ
   ル、ペットボトルキャップ等

多世代で構成したチーム！力を合わせて生まれる交流

  粟生津地区支え合い活動推進委員会では、地区の全世
代が知り合いになれるきっかけを作るため、令和６年度
から、地域のレクリエーションイベント「支え合いピッ
ク」を開催しています。　今年度は6/29（日）‌に粟生津体
育文化センターで行われました。
　当日は100名を超える参加者が５チームに分かれ 、
輪投げ、スカットボール、空き缶積みなど５種目の個
人戦と、「支え合い玉入れ」の団体戦に臨みました。
　個人戦では、お互いの健闘する姿に声援と拍手を送り
合い、、団体戦の玉入れでは、外野手と、決められた線の

こちらもご覧ください

ホームページ　   　LINE　　  　Facebook 　   Instagram　

【問い合わせ】地域福祉課　TEL： 0256-78-7866

  本会では、寄付金以外にも物品も受け付けますが、
事前に以下の問い合わせまでご相談ください。
  また、障がい者や高齢者のためなど、使いみちの指
定や、燕市内の福祉団体等への指定寄付も可能です。

【問い合わせ】総務課　TEL： 0256-78-7080

本会はこれからも地域住民同士の交流促進の取り組みを支援していきます！！

～「支え合いピック」の紹介～

外に玉を出す内野手に分かれ、協力し合いながら楽しく取り組み、会場は活気にあふれました。
　休憩中に楽しくおしゃべりをしていたグループに声をかけると「日頃、地域の方と交流する機会がないので、
家族や友達を誘って来ました。　」「お互いに今日初めて知り合いました。近所ではない方とも顔見知りになれて、
交流の輪が広がっていくのでいいですね。　」との声が聞かれました。

代表の方の活動への思いや
より詳しい内容はこちらから！

相談時間：


